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二
月 

別
名 

如
月
（（き
さ
ら
ぎ
）・建
卯
月
（け
ん
ぼ
う
げ

つ
）・ 

仲
春
（も
う
し
ゅ
ん
）、
令
月
、
初
花
月
、
梅
美
月
。 

如
月
は「
衣
更
着
」。
寒
い
の
で
着
る
も
の
を
さ
ら
に
増
や
す

月
と
い
う
意
味
と
、
暖
か
く
な
り
脱
い
だ
着
物
を
寒
の
戻
り

で
も
う
一
度
着
込
む
か
ら
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
の
こ
と
。

如
月
は
中
国
で
の
二
月
の
異
称
、『
如
』
に
随
従
の
意
あ
る
と

こ
ろ
か
ら『
一
月
の
後
に
続
い
て
』の
意
か
？ 

河
出
書
房
新
社
、
鈴
木
充
広
書
「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」
、
講
談
社

カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
ス
３
６
５
日「
今
日
は
何
の
日
か
？
」
辞
典
よ
り
） 

 

『
二
月
の
花
』 

梅
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
寒
椿
、
侘
助

な
ど
。 

  『
二
月
の
言
葉
』 

聖
書
に
い
う
と
こ
ろ
の『
天
に
い
ま
す
あ
な
た
方
の
父
が

完
全
で
あ
る
よ
う
に
あ
な
た
が
た
も
完
全
で
あ
る
べ
き
で

あ
る
』（マ
タ
イ
五
・四
八
）と
は
神
の
絶
対
的
完
全
に
達

す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
神
が
神
で
あ
る
よ
う
に
人

も
人
と
し
て
完
全
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
完

全
な
馬
と
は
人
の
よ
う
に
物
を
言
い
、
人
の
よ
う
に
思
惟

す
る
馬
を
い
う
の
で
は
な
く
て
、
馬
が
馬
と
し
て
の
用
を

完
全
に
な
す
も
の
を
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
人
に
罪

が
あ
る
と
い
う
の
は
、
人
が
人
と
し
て
の
完
全
を
欠
く
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
が
義
人
は
一
人
も
い
な
い

と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
神
が
私
を
責

め
る
の
は
、
私
が
雨
を
降
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
、
日
を
輝

か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
は
な
く
て
、
私
は
人
を
愛

す
べ
き
な
の
に
人
を
憎
む
か
ら
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
内
村
鑑
三
『
一
日
一
生
』
一
月
十
九
日
） 

     

令和 2年 2月（No199）  

 

医院だより  



2 

 
  

『
一
月
の
暦
』 

 
 

 

一 

日 
 

テ
レ
ビ
放
送
開
始(

一
九
五
三) 

 
 

 

三 

日 
 

節
分
、
豆
ま
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
来
は
、
二
十
四
節
気
の
季
節
が
移
り 

変
わ
る
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の

前
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
春
だ

け
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
暦
二

月
三
日
こ
ろ
に
あ
た
る
。
追
儺
（
つ
い

な
）
と
呼
ば
れ
、
神
社
仏
閣
を
は
じ
め

一
般
家
庭
で
は
、
豆
を
ま
い
て
鬼
を
追

い
払
い
、
福
を
招
き
入
れ
る
行
事
を
行

い
ま
す
。 

※
藤
岡
市
鬼
石
町
で
は
町
名
に『
鬼
』
の

名
が
つ
く
た
め
か
、『
福
は
内
、
鬼
は
内
』

と
い
う
掛
け
声
で
豆
ま
き
を
す
る
と
の
こ

と
。 

私
の
故
郷
、
新
潟
県
南
魚
沼
市
の
一
僻

村
に
は『
阿
部
姓
』
の
家
が
あ
り
、
そ
こ
の

家
で
は『
福
は
内
、
鬼
も
内
』と
い
っ
て
撒

く
の
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

前
九
年
の
役
で
源
頼
義
（
五
代
後
が
、
源

頼
朝
）
が
奥
州
安
倍
貞
任
・宗
任
を
破
り

そ
の
時
各
地
に
散
ら
ば
っ
た
人
た
ち
が

『
阿
部
氏
』の
先
祖
と
い
わ
れ
、
朝
廷
側

か
ら『
鬼
』と
呼
ば
れ
て
追
い
払
わ
れ
た
た

め
、
祖
先
を
追
い
払
う
気
持
ち
に
な
れ
ず

『
鬼
も
内
』と
言
っ
て
豆
撒
き
を
す
る
の
だ
と

聞
き
ま
し
た
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
朝
廷
、
源
氏
に
滅
ぼ
さ
れ

た
安
倍
氏
は
奥
州
藤
原
氏
に
命
脈
を
つ
な

ぎ
、
百
年
後
同
じ
源
氏
の
頼
朝
に
攻
め
ら

れ
、
滅
亡
し
た
、
し
か
し「
安
倍
氏
」は
千
年

後
、
一
国
の
総
理
大
臣
を
生
む
こ
と
に
な
っ

た
と
は
興
味
深
い
。  

 

四 

日 
 

立
春 

 
 

 

六 

日 
 

海
苔
の
日
。
産
地
諸
国
物
産
の
一
つ
と
し
て

記
録
に
残
る
の
が
大
宝
元
年
（７
０
１
年
）。

大
宝
律
令
が
施
行
さ
れ
た
こ
の
日
を
海
苔

の
日
と
し
た
（昭
和
５
５
年
） 

 
 

 
七 
日 

 

北
方
領
土
の
日 

 
 
 
 

八  
日   

初
午  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
月
の
第
一
の
午
の
日
を
初
午
と
言
い
、
各

地
の
稲
荷
神
社
で
は
祭
典
を
行
い
ま
す
。
稲

荷
神
社
は
全
国
に
約
４
万
社
あ
り
、
農
業
、

漁
業
、
商
売
、
家
庭
円
満
に
ご
利
益
が
あ
る

と
さ
れ
、
京
都
市
伏
見
区
の
伏
見
稲
荷
大
社

が
総
本
社
で
す
。
伏
見
稲
荷
に
よ
る
と
、
和

銅
４
年
（
７
１
１
年
）
の
２
月
の
最
初
の
午

の
日
に
、
祭
神
が
稲
荷
山
（
伊
奈
利
山
）
の

三
箇
峰
に
降
り
た
と
い
う
故
事
か
ら
、
稲
荷

神
を
祭
る
祭
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

九 

日 

『
ふ
く
の
日
』
河
豚
（
ふ
ぐ
）
の
本
場
で

は
、
必
ず
「
ふ
く
」
と
発
音
す
る
。
福
に
転

じ
て
縁
起
を
良
く
す
る
。 

十
一
日 

 

建
国
記
念
の
日
（１
９
６
６
年
、
昭
和
４
１

年
制
定
） 

二
月
十
一
日
と
い
う
日
付
は
、
１
８
７
３

年
（明
治
６
年
）に
定
め
ら
れ
１
９
４
８
年

（昭
和
２
３
年
）に
廃
止
さ
れ
た
紀
元
節

と
同
じ
で
あ
る
。
紀
元
節
の
日
付
は
、

『
日
本
書
紀
』に
あ
る
神
武
天
皇
が
即
位

し
た
と
さ
れ
る
日
（辛
酉
年
春
正
月
庚

辰
朔
）に
由
来
す
る
。
当
時
私
は
高
校

生
だ
っ
た
が
、
強
く
反
対
す
る
教
師
が
い

て
授
業
中
に
語
っ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1873%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1873%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1948%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1948%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1948%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1948%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E7%AF%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B4%80%E5%85%83%E7%AF%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC%E6%9B%B8%E7%B4%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E6%AD%A6%E5%A4%A9%E7%9A%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%B3%E4%BD%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8D%B3%E4%BD%8D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%BE%9B%E9%85%89
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%9A%E8%BE%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%9A%E8%BE%B0
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%94
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『
古
事
記
』『
日
本
書
記
』は
神
話
で

あ
っ
て
事
実
で
は
な
い
、
神
武
天
皇

は
、
１
２
７
歳
と
か
１
３
７
歳
ま
で
生

き
た
と
か
書
い
て
あ
る
か
ら
信
じ
ら

れ
な
い
、
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
。『
聖

書
』
で
は
ア
ダ
ム
は
９
３
０
年
、
そ
の
子

セ
ツ
は
９
１
２
年
、
そ
の
子
エ
ノ
シ
ュ
は

９
０
５
年
生
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

今
の
常
識
を
根
拠
に
過
去
を
判
じ
る

姿
勢
は
科
学
的
に
も
正
当
で
は
な

い
。
オ
ゾ
ン
層
破
壊
に
よ
る
生
命
被

害
で
も
わ
か
る
よ
う
に
原
始
の
時
代

は
有
害
な
宇
宙
線
に
よ
る
影
響
が
今

よ
り
も
極
度
に
少
な
か
っ
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
す
。  

 
 

 

  
  

十 

四
日 

 

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー 

 
 

 

十 

六
日 

 

日
蓮
上
人
誕
生
会 

 
 

 

十 

七
日 

 

安
吾
忌 

 
 

 

十 

八
日 

 

利
休
忌 

 
 

 

十 

九
日 

 

雨
水 

 
 

 
 

 
 

 
 

旧
暦
正
月
寅
の
月
の
中
気
で
新
暦
二
月

十
八
日
ご
ろ
。
こ
の
こ
ろ
雨
水
ぬ
る
み
、
草

木
が
発
芽
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
塩
平
八
郎
の
乱
（
一
八
三
七
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
阪
元
町
与
力
大
塩
平
八
郎
と
そ
の
一

党
１
０
０
人
が
挙
兵
。
半
日
後
に
鎮
圧
さ

れ
た
。
大
阪
市
中
五
分
の
一
が
焼
失
。
天
保

の
飢
饉
で
大
阪
で
も
餓
死
者
が
出
る
中
、
米

商
人
は
江
戸
に
米
を
運
び
暴
利
を
得
た
。
自

分
の
蔵
書
を
売
り
払
い
、
手
に
入
れ
た
６
０
０

両
を
窮
民
に
配
り
、
大
塩
は
幕
府
に
よ
る
救

済
を
大
阪
奉
行
に
嘆
願
し
た
が
聞
き
入
れ
ら

れ
ず
兵
を
あ
げ
た
。
大
塩
は
挙
兵
か
ら
４
０

日
後
に
自
決
し
た
。
四
十
四
歳
。 

二 

十
日 

  

水
戸
梅
ま
つ
り 

二
十
三
日 

 

天
皇
誕
生
日 

二
十
四
日 

 

振
替
休
日 

 
 

 

二
十
五
日 

 

京
都
北
野
天
満
宮
梅
花
祭 

 
 

 
 

 
 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

平
成
三
十
一
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（
神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

三
、
三
月
二
十
日
（金
）当
番
医
で
、
朝
９
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

四
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
お

り
ま
す
が
、
救
急
の
人
や
重
症
な
患
者
さ
ん
が
多

く
、
全
員
の
予
約
制
は
取
れ
な
い
現
状
で
す
。 

ど
う
し
て
も
時
間
に
制
約
が
お
あ
り
の
方
に
は 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

前
日
ま
で
の
診
療
時
間
内
に
来
院
さ
れ
る
か
電
話
で

受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
予
約
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
も
重
症
者
の

処
置
な
ど
で
予
約
時
間
内
に
診
察
で
き
な
い
こ
と
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 が
あ
り
ま
す
が
、
医
療
機
関
と
し
て
の
事
情
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

ご
意
見
、
ご
助
言
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
玄
関

に
あ
る
ご
意
見
箱
か
、
職
員
、
院
長
ま
で
お
話

し
い
た
だ
け
れ
ば
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

四
、
外
来
診
療
日
の
変
更 

 
 

重
要
！ 

 

四
月
か
ら
、
（原
則
と
し
て
）（木
）の
外
来
診
療
は
中
止 

し
、
胃
・大
腸
内
視
鏡
だ
け
と
致
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
外
来
で
の
待
ち
時
間
を
減
ら
す
た
め
の
対
応 

策
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。 

従
来
は
毎
朝
八
時
半
か
ら
、
２
～
３
名
の
胃
カ
メ
ラ
を 

施
行
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
木
曜
日
以
外 

の
内
視
鏡
検
査
は
、
１
～
２
名
と
し
、
一
般
診
療
開
始 

の
時
間
を
早
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

木
曜
日
が
受
診
に
都
合
が
い
い
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る 

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
最
初
は
混
乱
が
あ
る
か
も
し 

れ
ま
せ
ん
が
ご
理
解
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

五
、
群
馬
県
保
険
医
協
会 

二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

             
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ホ
ト
ケ
ノ
ザ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

四
季
の
歌 

 

作
詞
・作
曲 

 

荒
木
と
よ
ひ
さ 

 

一 

春
を
愛
す
る
人
は 

心
清
き
人 

    

す
み
れ
の
花
の
よ
う
な 

ぼ
く
の
友
だ
ち 

 

二 

夏
を
愛
す
る
人
は 

心
強
き
人 

 
 

 

岩
を
く
だ
く
波
の
よ
う
な 

ぼ
く
の
父
親 

 

三 

秋
を
愛
す
る
人
は 

心
深
き
人 

 
 

 

愛
を
語
る
ハ
イ
ネ
の
様
な 

ぼ
く
の
恋
人 

 

四 

冬
を
愛
す
る
人
は 

心
広
き
人 

 
 

 

根
雪
を
と
か
す
大
地
の
よ
う
な 

ぼ
く
の
母
親 

 
 

昭
和
三
十
九
年
、
日
大
芸
術
学
部
の
学
生
だ
っ
た

荒
木
は
、
ス
キ
ー
事
故
で
二
年
半
と
い
う
長
い
間
、
闘

病
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
作
曲
し
た
こ

の
歌
を
世
話
に
な
っ
た
看
護
師
た
ち
に
捧
げ
た
と
い

う
。
歌
は
病
院
中
で
評
判
に
な
り
、
や
が
て
病
院
の
外

に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。 

 

昭
和
四
十
七
年
、
偶
然
こ
の
曲
を
耳
に
し
た
二
つ
の

レ
コ
ー
ド
会
社
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
二
人
の
女
性
の
歌
で

レ
コ
ー
ド
化
し
、
そ
の
後
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
も
収
録
し
た

が
い
ず
れ
も
話
題
に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。 

 

昭
和
五
十
一
年
六
月
、
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
ラ
ジ
オ
生

番
組『
あ
お
ぞ
ら
ワ
イ
ド
』
に
横
浜
の
主
婦
か
ら
リ
ク
エ

月 歯がしみる  

火 むくみ（浮腫） 

水 子供のハミガキを成功させるコツ 

木 爪の周りが化膿したら 

金 口臭の予防 

土 漢方の出番 

http://www.raijin.com/kenko/
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 ス
ト
が
き
た
が
、
司
会
の
歌
手
立
川
清
登
（す
み
と
）

は
こ
の
歌
を
知
ら
な
か
っ
た
。
聞
き
返
す
と
い
き
な

り
主
婦
は
電
話
の
向
こ
う
で
こ
の
歌
を
う
た
い
だ
し

た
と
の
こ
と
。
立
川
は
感
動
し
、
ラ
ジ
オ
で
絶
賛
し
、

こ
の
こ
と
が
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
数
社
の

レ
コ
ー
ド
会
社
が『
協
作
』と
い
う
形
で
レ
コ
ー
ド
化

し
、
立
川
清
登
、
菅
原
保
徳
な
ど
十
人
に
及
ぶ
抒

情
歌
手
が
顔
を
そ
ろ
え
た
が
、
そ
の
５
年
前
に
こ
の

歌
に
出
会
い
、『
私
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
で
す
』と
、
歌
声

喫
茶
や
ス
テ
ー
ジ
で
歌
っ
て
い
た
芹
洋
子
が
五
十
一

年
十
一
月
に
ア
ル
バ
ム『
四
季
の
叙
情
』に
収
録
し
て

発
表
し
て
い
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

赤
城
覚
満
渕
と
大
沼 

 
 

 
 

 

そ
し
て
翌
年
こ
の『
四
季
の
歌
』
は
、
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
を

記
録
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

１
９
８
０
年
代
に
は
中
国
で
も
人
気
を
博
し
、
１
９
８
４

年
、
中
国
の
指
導
者
胡
耀
邦
は
青
年
交
歓
活
動
と
し

て
日
本
人
青
年
３
０
０
０
人
を
中
国
に
招
待
し
た

が
、
後
に
習
近
平
夫
人
と
な
る
彭 

麗
媛(

ほ
う
れ
い

え
ん)

は
、
そ
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
に
い
合
わ
せ
て
、
芹

洋
子
と
日
本
語
で
こ
の
歌
を
唄
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
芹
と
荒
木
は
も
と
も
と
知
り
合
い
だ
っ

た
の
だ
が
、
芹
は
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
時
に
初
め
て

荒
木
の
作
曲
と
知
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
荒
木
は

そ
の
後
作
曲
家
と
し
て
独
立
し
、
森
昌
子
の
『
哀
し

み
本
線
日
本
海
』
、
わ
ら
べ
の
『
め
だ
か
の
兄

妹
』
、
テ
レ
サ
・
テ
ン
の
『
つ
ぐ
な
い
』
『
愛
人
』

「
時
の
流
れ
に
身
を
ま
か
せ
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
を

手
掛
け
作
品
数
は
２
０
０
０
曲
以
上
に
及
ん
で
い

る
。
私
の
学
生
時
代
と
も
重
な
る
懐
か
し
さ
と
と
も

に
、
日
中
の
友
好
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
あ
の
時
代

が
無
性
に
恋
し
く
な
る
。 

 
 
 
 

学
習
研
究
社
『
私
の
心
の
歌 

冬
』
か
ら
一
部
引
用  

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

    

け
ん
こ
う 

（百
二
十
三
） 

低
温
や
け
ど 

 
 

低
温
や
け
ど
は
最
初
、
ひ
り
ひ
り
し
た
感
じ
が
す 

る
だ
け
で
す
が
時
間
と
共
に
熱
が
放
射
線
状
に
広

が
っ
て
行
き
、
深
く
、
広
い
範
囲
に
及
ぶ
重
症
の
や

け
ど
と
な
り
ま
す
。 
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 最
初
は
水
泡
（
水
ぶ
く
れ
）
だ
が 

 

 

潰
瘍
を
作
り
、
な
か
な
か
治
ら
な
い
。 

 

就
寝
中
、
高
齢
者
、
糖
尿
病
患
者
に
起
き
や
す
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
、 

低
温
や
け
ど
と
温
度
の
関
係 

① 

温
熱
損
傷
は 

 

４
５
度
で
１
時
間
、 

７
０
度
で
は
１
秒 

で
組
織
の
損
傷
が
起
き
る
。 

４
４
℃
で
は
６‐

１
０
時
間 

② 

ま
た
４
４ 

‐
 

５
１
℃
ま
で
の
あ
い
だ
は
接
触

す
る
温
度
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
受
傷
す
る

時
間
が
短
縮
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。 

二
、 

低
温
や
け
ど
の
原
因 

低
温
熱
源
と
は 

 

 
①
湯
た
ん
ぽ 

 

②
懐
炉 

 

③
ス
ト
ー
ブ 

 

④
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト 

な
ど
、
お
も
に
暖
房
器
具
。 

三
、 

受
傷
者
側
の
要
因 

① 

熟
睡 

 

② 

体
が
不
自
由 

③
知
覚
麻
痺 

④ 

泥
酔 

⑤ 

一
酸
化
炭
素
中
毒 

⑥ 

糖
尿
病
に
よ
る
循
環
不
良 

な
ど
の
状
態
に
あ
る
と
受
傷
し
や
す
い
。 

⑦ 

そ
の
他
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
幼
児
を
寝
か 

 

せ
毛
布
を
か
ぶ
せ
る
と
熱
中
症
に
か
か
り

や
す
い
。 

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
に
伴
い
、
ひ
ざ
に
乗

せ
て
使
う
こ
と
で
本
体
底
面
部
か
ら
の
放

熱
で
ひ
ざ
が
熱
傷
す
る 

キ
ー
ボ
ー
ド
や
パ
ー
ム
レ
ス
ト
部
か
ら
の
放

熱
で
手
の
ひ
ら
が
、
低
温
熱
傷
に
か
か
る
報

告
が
あ
り
ま
す
。 

四
、
予
防 

① 

電
気
毛
布 

 
 

就
寝
時
に
電
源
を
切
る 

② 

湯
た
ん
ぽ
、
電
気
あ
ん
か 

 
 

就
寝
時
に
は
布
団
の
中
か
ら
取
り
出
す
。 

＊ 

専
用
カ
バ
ー
や
厚
手
の
タ
オ
ル
に
包
ん
で 

 
 

も
、
低
温
や
け
ど
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り 

 
 

ま
す
。 

 

③ 

使
い
捨
て
カ
イ
ロ 

 
 

製
品
の
取
り
扱
い
説
明
書
の
使
用
方
法
、
使
用 

    

時
間
を
守
る
。 

・ 

同
じ
部
位
に
長
時
間
貼
り
続
け
な
い 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B9%AF%E3%81%9F%E3%82%93%E3%81%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B9%AF%E3%81%9F%E3%82%93%E3%81%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B9%AF%E3%81%9F%E3%82%93%E3%81%BD
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%87%90%E7%82%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%BC%E3%83%96
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B3%96%E5%B0%BF%E7%97%85
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%86%B1%E4%B8%AD%E7%97%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%91%E3%82%BD%E3%82%B3%E3%83%B3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%BC%E3%83%A0%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%88
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・ 

肌
に
直
接
貼
ら
な
い 

・ 
べ
ル
ト
や
ガ
ー
ド
ル
な
ど
で
押
し
付
け
て 

使
用
し
な
い
。 

 
 

    

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
キ
ス
ト
き
ょ
う
の
健
康
を
参
考
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
間
山 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

     
 

  

院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
六
十
九
） 

 

な
ま
え 

◇
美
空
ひ
ば
り 

 

一
つ
二
つ
漢
字
を
読
み
始
め
た
こ

ろ
、
箱
膳
を
家
族
で
並
べ
て
夕
飯
を
食
べ
て
い
た
時
の

こ
と
、
チ
ラ
シ
か
何
か
を
読
ん
で
い
て
、『
美
空
ひ
ば

り
』…

美
し
い
空
に
飛
ぶ
ヒ
バ
リ
、
な
ん
て
い
い
名
前

な
ん
だ
ろ
う
、
自
分
も
も
っ
と
い
い
名
前
が
付
け
て

も
ら
い
た
か
っ
た
、
と
文
句
を
言
っ
た
。
こ
の
時
初
め

て
姉
た
ち
か
ら
本
名
の
ほ
か
に『
芸
名
』と
い
う
も
の

が
あ
る
こ
と
を
教
わ
っ
て
、
興
ざ
め
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
想
い
出
す
。「
ひ
ば
り
さ
ん
」と
同
い
年
の
二
番

目
の
姉
は
、
ま
だ
二
十
歳
前
だ
っ
た
。 

◆
５
０
年
目
の
真
実 

 

小
学
校
の
最
初
の
受
け
持
ち 

の
と
き
の
先
生
の
お
名
前
は『
留
雄
』さ
ん
で
あ
っ

た
。
母
や
姉
た
ち
は
、『
い
か
に
も
末
っ
子
ら
し
い
名

前
だ
ね
』と
評
し
て
納
得
し
て
い
た
。
ほ
か
の
家
で
も

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。 

五
十
年
後
、
当
時
の
同
級
生
と
先
生
ご
夫
妻
を
長

野
市
に
ご
招
待
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
晩
お
酒
を

酌
み
交
わ
し
て
い
た
時
、『
君
た
ち
は
私
の『
留
雄
』

は
、
私
が
末
っ
子
だ
か
ら
留
め
る
と
い
う
名
前
が
付

け
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
け
れ
ど
、
私
の 

お
祖
父
さ
ん
（ま
た
は
曾
祖
父
だ
っ
た
か
）が『
留 

吉
』だ
っ
た
の
で
そ
の
名
前
を
も
ら
っ
て
つ
け
た
の
だ 

 
 

 

 

よ
』と
、
長
年
の
胸
の
つ
か
え
が
取
れ
た
よ
う
な
表

情
で
話
さ
れ
た
。 

◇
父
子 

 

大
学
の
講
義
で
、
そ
の
内
容
で
は
な 

 

く
、
豪
快
な
講
義
ぶ
り
（と
い
う
言
葉
が
あ
る
か

ど
う
か
知
ら
ぬ
が
）で
記
憶
に
残
っ
て
お
ら
れ
る

の
が
、
法
医
学
の
井
関
尚
栄
教
授
で
あ
っ
た
。
血

液
型
の
変
化
に
関
与
す
る
微
生
物
の
話
で
、
群

馬
に
来
た
し
る
し
に
そ
の
微
生
物
の
名
前
の
最
後

にm
aeb

ashi 

と
つ
け
た
と
か
言
っ
た
内
容
で
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
に
も
挙
が
っ
た
の
だ
と
言
わ
れ

て
い
た
。
学
問
的
な
話
は
頭
に
残
っ
て
い
な
い
が
、

ご
自
分
の
お
名
前
を
黒
板
に
大
き
く
書
い
て
、
名

前
は
左
右
対
称
が
い
い
の
だ
と
言
わ
れ
た
。
苗
字

は
変
え
よ
う
が
な
い
が
下
の
名
前
だ
け
は
、
左
右

対
称
が
よ
い
の
だ
と
。
そ
う
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て

先
生
の
お
名
前
は
さ
す
が
に
４
文
字
と
も
左
右

対
称
で
あ
っ
た
。 

・ 

私
に
は
す
ぐ
に
思
い
出
さ
れ
た
名
前
が
あ
っ
た
。 

○
○
英
夫
と
い
う
高
校
時
代
の
同
級
生
で
教
室

で
の
座
る
順
は
私
が
１
列
目
の
一
番
先
頭
で
、
彼

が
２
列
目
の
先
頭
で
あ
っ
た
た
め
、
話
を
交
わ
す 

 

こ
と
も
多
か
っ
た
。
勉
学
も
体
操
も
音
楽
も
優 

秀
で
あ
っ
た
が
、
相
手
への
気
遣
い
が
目
立
っ
て 

 

行
き
届
く
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
友
人
で
あ
っ
た
。 

ビ
ー
ト
ル
ズ
の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た 
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の
も
彼
で
あ
っ
た
。 

・ 

彼
は
現
役
で
新
潟
大
学
に
合
格
し
、
私
は 

 
 

東
京
の
予
備
校
に
行
っ
た
が
五
月
連
休
に 

 
 

は
も
う
帰
省
し
て
い
た
。
長
姉
が
居
合
わ 

 
 

せ
る
と『
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
に 

 
 

東
京
に
行
っ
て
い
て
、
そ
ん
な
に
た
び
た
び 

 
 

帰
っ
て
く
る
も
ん
で
は
な
い
』 

と
た
し
な 

 
 

め
ら
れ
た
が
、
お
小
遣
い
は
出
し
て
く
れ 

 
 

た
。 

 

・ 

何
回
目
か
の
帰
省
の
時
、
家
の
玄
関  

 
 

 
 

か
ら
出
て
き
た
５
０
歳
代
の
男
性
と
ば
っ 

 
 

た
り
出
会
っ
た
。
ま
じ
ま
じ
と
私
の
顔
を 

 
 

見
つ
め
る
の
で
、
私
も
軽
く
睨
み
つ
け
る
よ 

 
 

う
に
し
て
会
釈
し
て
す
れ
違
っ
た
。 

 

・ 

初
対
面
だ
っ
た
そ
の
人
は
中
学
校
に
新
し 

 
 

く
来
ら
れ
た
校
長
先
生
で
私
の
父
が
Ｐ
Ｔ 

 
 

Ａ
会
長
を
し
て
い
る
と
き
の
こ
と
だ
っ
た
の 

 
 

で
打
ち
合
わ
せ
に
時
々
寄
ら
れ
る
こ
と
が 

 
 

あ
っ
た
。
こ
の
日
も
そ
の
帰
り
だ
っ
た
の
で 

 
 

し
た
。 

・ 

家
に
入
っ
て
か
ら
、
母
が
そ
の
こ
と
を
告
げ 

 

 
 

た
。 

 
 

実
は
こ
の
方
こ
そ
、
○
○
君
の
父
親
で
、
○ 

 
 

○
君
は
大
学
入
学
し
て
１
か
月
、
鉄
道
事 

 
 

故
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。 

 
 

ご
自
分
の
息
子
と
机
を
並
べ
て
勉
学
し
て 

 
 

い
た
子
だ
と
思
え
ば
ま
じ
ま
じ
と
わ
た
し
の 

 
 

顔
を
覗
き
こ
む
の
は
人
情
で
、
や
む
を
得
な 

 
 

か
っ
た
だ
ろ
う
と
、
今
で
も
お
父
さ
ん
に
は 

 
 

申
し
訳
な
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。 

・ 

父
と
母
に
は
、
息
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と 

 
 

 
 

 

き
○
○
君
の
母
親
の
実
家
が
運
命
判
断 

 
 

 
 

 

な
ど
を
や
っ
て
い
る
家
で
あ
り
、
占
っ
て
も 

 
 

 
 

 

ら
っ
た
と
こ
ろ
、
水
車
の
事
故
で
命
を
落 

 
 

 
 

 

と
す
と
い
わ
れ
、
じ
っ
と
秘
密
に
し
て
い
た 

 
 

 
 

 

の
だ
が
、
水
車
の
輪
と
は
機
関
車
の
車
輪 

 
 

 
 

 

の
こ
と
だ
っ
た
の
か
と
語
っ
た
と
い
う
。 

 
 

 
 

 

お
父
さ
ん
の
お
名
前
は
○
○
栄
一
さ
ん
で 

 
 

 
 

 

父
子
と
も
お
名
前
が
左
右
対
称
だ
っ
た
に 

 
 

 
 

 

も
か
か
わ
ら
ず
大
き
な
運
命
的
悲
劇
を 

 

 
 

 
 

 

蒙
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。 

☆
井
関
先
生
の
こ
と
を
思
い
出
す
た
び
に
高 

校
時
代
の
こ
の
友
人
の
こ
と
を
偲
び
左
右
対

称
の
名
前
を
持
っ
た
人
に
も
大
き
な
ご
不
運

が
起
き
る
こ
と
を
考
え
る
の
で
し
た
。 

◆
徳
川
家
康 
父
に
は
姉
が
四
人
、
兄
が
二
人
い

た
。
次
兄
は
親
戚
で
母
乳
を
も
ら
い
な
が
ら
そ

の
ま
ま
乳
母
の
家
で
成
長
し
た
。
長
兄
は
、
日

露
戦
争
に
出
征
し
満
州
で
二
十
三
歳
で
戦
死

し
た
。
十
か
月
後
に
父
が
生
ま
れ
、
兵
隊
で
死

ん
だ
長
男
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
し
て『
又
兵→

又
平
』と
命
名
さ
れ
た
が
、
私
た
ち
子
供
の
兄 

 

 

弟
姉
妹
は
、
名
前
の
由
来
を
知
ら
な
か
っ
た 

 

の
で
、
人
前
で
親
の
名
前
を
口
に
出
す
の
を 

 

何
と
な
く
恥
ず
か
し
が
っ
た
。 

 
 

 
 

・ 

安
土
桃
山
時
代
の
豪
傑
武
将『
後
藤
又
兵 

衛
』
に
救
い
を
求
め
た
り
、
吉
川
英
治
著

『
宮
本
武
蔵
』
に
出
現
す
る
武
蔵
の
幼
馴
染

の「
又
八
さ
ん
」を
愛
お
し
ん
だ
り
し
た
。 

・ 

学
生
時
代
、
弓
道
の
試
合
で
北
海
道
遠
征 

を
し
た
折
、
旅
館
で
父
に
は
が
き
を
書
い
て

い
た
ら
、
先
輩
に
の
ぞ
き
こ
ま
れ
、 

「
お
う
、
お
父
さ
ん
の
名
前
は
、
文
平
（ぶ 

ん
ぺ
い
）
と
い
う
の
か
？
」 

と
聞
か
れ
た
の
で 

「
い
や
、
又
平
だ
」 

と
答
え
た
ら
、 

『
え
え
ー
っ
？
』 

と
言
っ
て
み
ん
な
（と
い
っ
て
も
五
、
六
人
）が

集
ま
っ
て
来
て
｛へえ
ー
｝と
大
笑
い
し
た
。 

千
葉
勢
と
仲
が
良
か
っ
た
の
で
、
秘
密
は
す

ぐ
に
知
れ
渡
り
、
試
合
の
時
に
は
一
人
の
千

葉
大
の
先
輩
は
出
会
う
た
び
に
私
の
こ
と
を

『
又
兵
衛
、
又
兵
衛
』と
呼
び
、
励
ま
し
て
く

れ
た
。 

 
 

 
 

・ 

そ
の
後
も
同
じ
名
前
に
出
会
う
こ
と
は
な
か 

 

っ
た
が
、
あ
る
時
、
部
活
の
先
輩
が 

『
あ
っ
た
、
あ
っ
た
』 
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と
大
喜
び
で
、
伊
香
保
の
水
沢
観
音
ま
で

私
を
連
れ
て
行
っ
た
。
そ
れ
は
水
子
を
供

養
す
る
た
め
に
お
地
蔵
さ
ん
を
納
め
た

水
沢
芸
妓
の
悲
し
い
記
憶
が
こ
も
っ
た
名

前
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

・ 

そ
れ
か
ら
４
０
年
余
が
過
ぎ
て
、
末
の
子

に
孫
娘
が
で
き
た
。
十
二
月
に
前
橋
東

照
宮
で
宮
参
り
を
し
、
そ
の
あ
と
で
婿

殿
の
ご
両
親
と
一
緒
に
食
事
を
し
た
。 

 
 

 
 

・ 

東
照
宮
か
ら
徳
川
家
康
の
話
に
な
り
、

手
掌
紋
が
升
掛(

ま
す
か
け)
線
の
人
は

天
下
取
り
に
な
る
と
い
う
い
わ
れ
が
あ

る
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
徳
川
家

康
の
手
形
が
今
も
残
っ
て
お
り
、
感
情

線
と
知
能
線
が
一
本
線
に
な
っ
て
い
ま

す
。
婿
さ
ん
の
お
父
さ
ん
に
も
私
に
も

そ
の
線
が
あ
っ
て
大
い
に
驚
き
ま
し
た
。

英
語
で
は『
猿
の
手
の
線
』
と
言
わ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。 

 
 

 
 

・ 

私
の
場
合
は
、
父
も
同
じ
手
相
で
あ
っ
た

と
い
う
話
に
な
り
、
父
の
話
に
な
り
、
長

兄
が
日
露
戦
役
で
戦
死
し
、
１
年
後
に
生

ま
れ
た
の
で
、
亡
く
な
っ
た
兵
隊
さ
ん
の

生
ま
れ
変
わ
り
と
し
て
育
て
ら
れ
、
名
前

も
、
ま
た(

あ
の
亡
く
な
っ
た)

兵
隊
さ
ん
が

生
ま
れ
て
き
た
と
、『
又
、
兵
隊
』か
ら

『
又
平
』と
名
付
け
ら
れ
た
お
話
を
す
る
と
、

婿
さ
ん
の
お
と
う
さ
ん
は
と
て
も
そ
の
由
来

に
興
味
を
持
た
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
熊
本
の

出
身
の
親
御
さ
ん
で
あ
る
が
、
ご
自
分
の

先
々
代
ま
で
は
先
祖
代

「々
又
平
」
を
世
襲

し
て
き
た
の
だ
と
い
う
の
で
す
。
体
に
身
震
い

が
起
き
る
ほ
ど
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。「
又
平
」の
復
権
を
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

◇ 

父
の
命
名
原
則 

 

父
は
四
男
二
女
を
設
け
た

が
、
次
男
、
三
男
に
戦
死
し
た
自
分
の
長
男
と
、

子
供
が
い
な
か
っ
た
次
兄
の
名
前
の
一
字『
邦
』

『
常
』を
取
り
、
命
名
し
た
。
長
男
の
前
に
一
人

の
男
子
を
出
産
で
亡
く
し
て
い
た
の
で
、
健
康
に

育
つ
よ
う
に
と『
康
』の
字
を
長
男
に
は
付
け

た
。
私
は
、
４
男
、
６
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
な
る

の
で
、
も
う
番
号
で
も
譜
っ
て
お
け
ば
よ
い
と
考

え
て
み
る
こ
と
も
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
父

は
届
け
出
の「
締
め
切
り
」
間
際
に
な
っ
て
あ
わ

て
て
、
学
校
に
出
か
け
る
準
備
を
し
て
い
た
長
姉

に
付
き
ま
と
い
、
姉
は
カ
バ
ン
に
手
を
突
っ
込
ん

で
摑
ん
で
取
り
出
し
た
国
語
辞
典
か
ら『
典
』の

字
に『
夫
』と
で
も
付
け
た
ら
ど
う
で
す
か
ね
、

と
こ
れ
が
私
の
名
前
に
な
っ
た
の
だ
と
の
こ
と
。 

 
 

◆
命
名「
与
」の
意
味 

 
 

長
姉
は
祖
父
や
近
所
の

お
年
寄
り
に
か
わ
い
が
ら
れ
た
と
い
う
。
名
前

に「
与
」の
字
が
入
り
、「
く
み
」と
発
音
し
た
。 

 

人
に
与
え
る
だ
け
の
一
生
だ
っ
た
と
思
っ
た
で 

 

あ
ろ
う
。
姉
は
し
ば
し
ば 

 

「
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
名
前
を
お
爺
様
は
私
に
つ 

 

け
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？
」 

 

と
私
に
ま
で
真
顔
で
尋
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

・ 

昨
年
亡
く
な
る
数
日
前
に
訪
ね
た
時
に
も
、

疑
問
は
解
け
て
い
な
か
っ
た
。 

与
え
る
だ
け
の
意
味
だ
っ
た
と
し
て
も
、
乞
食

し
て
い
た
だ
く
だ
け
の
人
生
よ
り
は
よ
い
と
考

え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

「
く
み
す
る
」と
い
う
の
も
与
党
の
様
で
覇
気
が

な
く
気
に
入
ら
な
い
。 

・ 

今
回
こ
の
文
章
を
書
く
の
で
思
い
を
巡
ら
し
て

い
る
時
に
ふ
と
思
っ
た
。
少
な
く
と
も
私
に
は

『
私
に
名
前
を
与
え
て
く
れ
た
人
』、
ま
た『
父

に
代
わ
っ
て
命
名
を
す
る
役
目
に
（与
あ
ず

か
）っ
た
』、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。 

・ 

戦
後
の
ご
た
ご
た
の
中
で
、
い
ろ
ん
な
も
の
の

判
断
に
家
族
が
困
っ
て
い
た
時
、
姉
が
筋
道
、

道
理
を
立
て
て
判
断
を
下
す
場
面
に
立
ち
会

う
こ
と
が
幾
度
と
な
く
あ
っ
た
。 

◇
戒
名 

 
 

伯
父
で
あ
り
、
父
の
養
父
と
な
っ
た

人
か
ら『
常
』の
字
を
も
ら
っ
た
三
兄
は
六
十

九
歳
で
不
完
全
燃
焼
の
人
生
を
足
早
に
駆
け

て
逝
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で
一
番
長
い
付
き
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合
い
だ
っ
た
こ
の
兄
に
つ
い
て
甥
や
姪
に
言

い
残
し
て
お
き
た
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
あ

る
。
し
か
し
、
菩
提
寺
で
書
い
て
く
れ
た
戒

名
が
全
て
を
語
っ
て
く
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

俊
傑
典
常
居
士 

 
 

兄
の『
常
』
の
文
字
と
私
の『
典
』の

文
字
が
、
図
ら
ず
も
仏
壇
の
中
で
離
れ

ず
に
戒
名
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。 

  

 

 

                      

 

  


